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 20 23年 4月18 日
早朝（日本時間），
日本沖縄神殿の

オープンハウスと奉献式の
日程が発表された。
オープンハウスは，9月

21日（木）のメディアデー
（報道関係者向け），22日
（金）の招待客オープンハ
ウスを皮切りに，23日（土）
から2週間にわたって一
般オープンハウスが行われ
る（9月24日と10月1日の
日曜日は休館）。最終日は
10月7日（土）となる。
奉献式は11月12日（日），

10時からと13時 30分か
らの2つのセッションが行
われる。十二使徒定員会
のゲーリー・E・スティー
ブンソン長老が奉献の祈
りをささげる。スティーブ
ンソン長老はかつて日本
で専任宣教師また伝道部
会長として奉仕し，アジア
北地域会長も務め，日本
語が話せる唯一の使徒で
ある。沖縄神殿は奉献さ
れると，東京，福岡，札幌に
続く日本で 4番目の神殿となる。
沖縄神殿の所在地は，沖縄県沖縄市

松本 7丁目11。2030平方メートルの敷
地に2階建て，床面積は約930平方メー
トル。神殿参入者の到着センター（待合
エリア）は，隣接する沖縄ワードの集会所
に増築されている。ここには沖縄ディスト

リビューションサービスストア※1も併設さ
れ，神殿の奉献に先立ってオープンする予
定である。

準備委員会が始動

去る2月26日には，「日本沖縄神殿オー
プンハウス・奉献式準備委員会」が組織

され，神殿の隣にある沖縄
ワードにて初会合が行わ
れた。コーディネーターの
安
あ

里
さと

吉
よし

隆
たか
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あつ
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こ

夫妻を筆
頭に，10 の小委員会（コ
ミュニケーション小委員会，
財務小委員会，歴史小委員
会，ホスティング小委員会，
音楽小委員会，駐車場・交
通小委員会，施設小委員
会，保安・セキュリティー
小委員会，テクノロジー小
委員会，アッシャー小委員
会）でそれぞれ委員長が召
された。沖縄軍人地方部
のアメリカ人の委員長 5人，
沖縄の日本人の委員長 5人
と，日米の教会員が一丸と
なって準備を進めていく。
そのため，各小委員会には
通訳の責任を受けている
委員もいる。
歴史小委員会のジル・

キャンベル姉妹は，日程が
発表されたときの気持ちを
こう語る。「オープンハウ
スと奉献式の日程がカレン
ダーに載って，とても興奮
しています。神殿を共有す

ることになる沖縄の会員と一緒に（委員会
の）仕事をし，共にこれらのイベントに参
加するのがとても楽しみです。米軍人の
教会員と地元の教会員がこれまで以上に
仲良くなれると思うのです。これはとても
うれしいことです。」彼女の夫のポール・
キャンベル歴史小委員長も口を揃える。

沖縄神殿のオープンハウス・奉献式を発表
─2023年９月から10月にかけてオープンハウス，１１月12日に奉献式─

※1─教会の公式出版物や神殿の衣装を販売するストア

日本沖縄神殿

日本沖縄神殿オープンハウス・奉献式準備委員会の初会合にて日本沖縄神殿オープンハウス・奉献式準備委員会の初会合にて
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「わたしは神殿がここにあることに感激し
ています。わたしたちは 20年，沖縄に住
んでいるのです。かつて（十二使徒のデ
ビッド・A・）べドナー長老が来られたと
き，誰かが尋ねました。『沖縄にはいつ神
殿ができるのですか？』べドナー長老はこ
う答えます，『それはわたしたちの信仰に
よります』と。ですから，ここに住む人々
の信仰がすばらしいのです。そのおかげ
で主は，長いあいだ神殿のなかったこの
沖縄に神殿を置くことを許されたのです。
使徒の約束は成就し，我が町・沖縄で神
殿の祝福を享受できるようになることを，
わたしたちは感謝しています。」

２つの神殿に音楽をささげる

音楽小委員長を務める平
たい

良
ら

 久
ひさし

兄弟
は，2000年の福岡神殿奉献式でも音楽
小委員長を果たし，生涯に２つの神殿で
賛歌をささげることとなる。「福岡のとき，
わたしはもう絶対に泣かないと決めてい
たんですけれど，『主のみたまは火のごと
燃え』を聴衆の方に向いて指揮したとき
にはもう，こらえていた涙がどっと噴き出し
て……日の栄えの部屋全体がまさにこの
歌詞のように御霊にあふれ，とても荘厳で
感動したことを覚えています。」そう平良
兄弟は振り返り，言葉を継ぐ。
「その経験をまた，故郷の沖縄神殿に
おいて経験できることは，すばらしい……
（さらに，）アメリカと日本の会員が一緒の
聖歌隊で主を賛美するという，初めての経
験なので，とてもわくわくしています。」
今回，日の栄えの部屋の広さの関係か

ら各聖歌隊は８人の少数精鋭で組織され
る。沖縄ステークと軍人地方部それぞれ
の聖歌隊が２セッションを分担し，屋外の
定礎式では日米合同聖歌隊が歌う。それ
は，日米の会員の協力で築かれてきた沖

縄の教会歴史を象徴しているかのようだ。

沖縄中の人々に知らせる

準備委員会の安里コーディネーターは
万感の思いを込めてこう話す。「こんな
大きな喜びはないと思います。1986年
3月，大阪伝道部から帰還して1週間後
のステーク大会でわたしはステーク幹部
書記に召されました。その後，最初のス
テーク会長会で開会の祈りを頼まれまし
た。立ち上がって祈り始めた瞬間に，もう
頭の先からつま先まで全身が御霊に満た
されて，この部屋にたくさんの先祖の方々
がいらっしゃると強く感じました。彼らが
この沖縄に神殿を望み，そしてステーク会
長会の中で話される事柄の一つ一つを，
彼らにとっての非常に大きな関心事として
見守っておられるのを感じたのです。
あのとき以来，沖縄の兄弟姉妹たちは

一生懸命，神殿を頂くための準備をして
きたと思います。でも，わたしはそれ以
上に，沖縄戦で亡くなった10数万もの先
祖の方々が一日千秋の思いで，神殿が沖
縄に建てられるようにと，すごく大きな信
仰と愛を込めて祈っているのをずっと感
じてきました。 2020年12月，沖縄神殿
用地の奉献の祈りと鍬入れが行われると
きに，何万何十万もの先祖の方々が喜ん
でいるのを，とても強く感じました。

神殿が完成して，わたしたちが内覧し
た際，あまりのすばらしさに感動し，胸が
詰まりました。これほどの神殿を，こんな
小さな沖縄のわたしたちに主が下さった
ことを思い，感謝の念で泣きました。これ
からどのように御恩を返したらいいのか
分からないほどです。
べドナー長老が言われるように，神殿

家族歴史活動と伝道活動を合体させる
ことによって，この神権時代に未だかつ
てない恩恵を得ることができます。
先祖の方々の望みは，自分の子や孫，

子孫が，イエス・キリストの贖いの恵みを
通して永遠の家族になることです。それ
を実現していくために，わたしたちは，神
殿家族歴史の業と福音を沖縄中の人々に
知らせていきます。先祖の方々が祈って
いるように，主と，主の贖いが中心となる
この神殿の祝福に子孫の方々を招けるよ
うに力を尽くす。これが一番の恩返しか
な，と思っています。先祖の方々の愛と信
仰を込めた祈りのおかげで，わたしたちが
沖縄神殿を頂く祝福にあずかれていると
したら，彼らへ愛と尊敬と感謝を込めて，
全身全霊でこの業を進めていきたい。完
成した暁には多くの方々を，主と，主の聖
約と儀式，および神殿に招けるように頑張
りたいと思っています。」

＊＊＊

沖縄県には，政界，財界，教育界，宗教
界，マスコミ，米軍など，地域社会の要とな
るところに多くの教会員がいる。そうした
縁もあって，2022年の秋から冬にかけ，ラ
ジオ沖縄の番組「あなたとニー（根）コネク
ト」を教会の提供で放送することとなり，
安里兄弟も出演した。※2「沖縄中の人々に
知らせ」る，との安里コーディネーターの
意気込みは，決して大げさではない。◆

※2─「神殿・家族歴史を沖縄の人々に」リアホナ
2022年12月号ローカルページ，L5参照

歴史小委員会のキャンベル夫妻と，安里コーディネーター夫妻

日米の会員が共に働くコミュニケーション小委員会の皆さん
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 七十人の和
わ
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だ
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志
し

長老（アジア
北地域会長）の少年時代を題
材としたビデオシリーズ３本が

制作され，４月末に公開された。
それぞれのタイトルは以下のとおり。
•ある宣教師のものがたり─フレッド・ア
ラン長老が語るイスラエルの集合の業─
• 教会を訪れた少年の物語 ─1980年代
の「愛し，分かち合い，招く」─
•クリスチャンになった少年の物語 ─イ
エス・キリストに頼ることで開かれる自
己実現の可能性─
各々のビデオは，視聴者層を想定して

ストーリーが編集されている。「ある宣

教師のものがたり」は宣教師を対象とし
ているが，「すべての会員は宣教師」な
ので，あらゆる会員向けでもある。当時
15 歳だった和田少年に初めて福音を紹
介した宣教師アラン長老の視点で，福音
を伝えるとはどういうことかを描く。
「教会を訪れた少年の物語」は会員向

け。和田長老が1980年に初めて足を踏
み入れた長野支部の会員たちと，和田少
年の視点から，会員でない人々をどのよ
うに教会へ招くかを描く。
「クリスチャンになった少年の物語」は

和田長老視点で，自身の改宗と，キリスト
の教えが人生をどのように切り拓いていっ

たかを描く。宣教師と出会い，高校生で
アメリカに留学し，そこで伝道と教育を終
えて社会の第一線で働く─その折々でキ
リストに頼るときに何が起きたのか。対
象は，教会員であるなしを問わず，これか
ら人生を築こうとする若い世代。今年の
ユーステーマ聖句「わたしを強くして下さ
るかたによって，何事でもすることができ
る」※１とも深く関連している。このストー
リーの記事版は，リアホナ2023年4月号
ローカルページに掲載された。◆

和田長老ビデオシリーズ
３映像を公開
─様々な視点から描かれる，和田少年の改宗の物語

●和田長老ビデオシリーズのご視聴はこちら

https://bit.ly/3V0uYsR

今⺼のNews Headlines ◉ ニュースルームはこちら！
https://news-jp.churchofjesuschrist.org

※上記リストは日本発信または日本に関連する記事のみです。海外発信記事（日本語）も数多く配信しています。

◉ クリスティン・イー姉妹，沖縄，グアム，ミクロネシアの島々の聖徒たちのもとを訪れる 4月18日リリース

◉ 日本沖縄神殿が一般公開される─オープンハウス・奉献式の日程を発表　4月18日リリース

◉ 2023年5月25日スタート「家族を強める」オンラインクラス参加申込フォーム  4月17日リリース

◉ 2023年5月9日スタート，リソースクラス「結婚生活を強める」参加申込フォーム 4月17日リリース

◉ 東京にある米軍横田基地第374空輸航空団 国家朝餐祈祷会　4月16日リリース

◉ 救い主に従うと決意するスーザン・H・ポーター会長とアジア北地域の青少年　4月11日リリース

◉ 2023年4月の総大会リーダシップ部会にて，61名の新しい地域七十人が召される─ハルボーソン長老が召される 3月31日リリース

◉ 福音の真理に慰めを見出すアーティスト─受賞アーティストが喪失と希望について分かち合う  3月28日リリース

◉ ネルソン大管長の勧告を聞いたアジア北地域の聖徒らの12の経験　３月1５日リリース

◉ ヤングシングルアダルト，神殿に集まり，食事と交流を楽しむ　３月2日リリース

◉ 復活祭の日曜日を遵守するため，4月の教会の集会スケジュールを変更　２月28日リリース

◉ 年に一度のお祭り（ひなまつり）が奉仕の機会に  2月21日リリース

◉ フィギュアスケート選手の宣教師，家族を永遠に結ぶ　２月１２日リリース

◉ 福祉自立支援サービス部，子育て支援クラス「家族を強める」を2月16日(木)から開催  2月7日リリース
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 19 90 年の春先，ユタ州プロボ
にあるブリガム・ヤング大学

（BYU）の寮に一人の日本人
女性が入寮した。当時 30 歳の藤井洋子
さんである。働いて貯めた資金で念願の
語学留学の夢をかなえるために渡米した
洋子さんは，別の大学で 4か月学んでか
ら，学費の安さに引かれて BYUに移っ
てきたのだった。
プロボは洋子さんにとって居心地のよ

い街だった。「BYUの前にいた大学の
ある街は白人が多く，アジア人や黒人は
眼中にないという冷たい空気がありまし
た。でもプロボは人種に関わらずフレン
ドリーな雰囲気で，大学の寮でもみんな
親切でした。」
ある日，寮で出会った姉妹宣教師に誘

われて大学の中にあるワードの聖餐会に
出席するようになる。数回出席したとき，
宣教師から日本語の『モルモン経

けい

』※2 を
贈られた。宗教にあまり興味はなかった
ものの，手書きのメッセージを添えてプ
レゼントしてくれた優しさがうれしかっ
た。「バプテスマについても紹介された

んですけど，そこまでの気持ちはないか
らって断りました。」
それから間もなく，洋子さんは歯の治

療のため日本に一時帰国することになっ
た。名残を惜しむ姉妹たちに「必ず戻っ
てくるから！」と約束してアメリカを離れ

た。しかし，治療は終わったものの事情
があって再び渡米することができなく
なってしまう。
宣教師たちから贈られた『モルモン

経』を見るたびに，約束を守れなかった
心苦しさがよみがえった。「とても心
残りで，せめて手紙を書けばよかった
とずっと後悔していました。」そのまま，
32年の歳月が流れた。

『モルモン経』に導かれて
2022 年 3月。東京ステーク麻布ワー

ドで奉仕していた専任宣教師の江戸る
あ姉妹は，隣の中野ワードの長老たちか
ら1人の女性を紹介される。その人は，
以前アメリカでもらった『モルモン経』を
見つけて教会へ連絡したという。江戸姉
妹たちは LINEを使って連絡を取った。
彼女こそが，33年前 BYUに語学留学し
ていた洋子さんだった。
江戸姉妹は初めて接したときの洋子さ

んの印象について「助けを求めている感
じでした」と振り返る。当時，洋子さん
は精神的な不調からお酒が手放せなく
なり，アルコール依存症に苦しんでいた。

「生死をさまようほどの経験もして，この
ままでは本当に死んでしまうかもしれな
いと思ったときに，アメリカでもらった聖
典を2 冊持っていることを思い出したん
です。」留学中，洋子さんは最初に通っ
ていた大学でも別の宗派の教会に通い，
日本語の聖書をもらっていた。聖書でも

『モルモン経』でもどちらでもいいから，
自分の助けになる本を見つけたい。「も

BYUプロボ本校BYUプロボ本校

※ 1 ─ ルカによる福音書 18：27
※ 2 ─ 現在の『モルモン書』

「人にはできない事も，神にはできる」※1

─誘惑に立ち向かうための贖いの力─金沢ステーク小松ワード　江
え

戸
ど

るあ姉妹 / 東京ステーク麻布ワード　藤
ふじ

井
い

洋
よう

子
こ

姉妹

Inviting All to Receive the Gospel 
─ 命の水へ招く

左から，江戸るあ姉妹，
フェヘイラ・カンタリセ姉妹，

藤井洋子姉妹，小西メリー姉妹。
この時期，姉妹宣教師は３人同僚だった
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の教会に行っていたかもしれません。」一
心に段ボール箱を探った洋子さんが先に
見つけたのは『モルモン経』だった。手
に取ると姉妹宣教師たちの優しさ，街
の人々の温かさがよみがえってきた。あ
のときの愛情が今のわたしには必要だ
─そう感じた洋子さんは，すぐにイン
ターネットで末日聖徒イエス・キリスト教
会を検索し，連絡を取ったのだった。
洋子さんの話から，江戸姉妹と同僚は

彼女が置かれている大変な状況を理解
する。ところが一度目のコンタクトの後
なかなか次の約束を作ることができな
い。当時は新型コロナウイルス流行の影
響で国内の宣教師が不足しており，江戸
姉妹たちも県をまたいで 4つのユニット
を掛け持ちし多忙な日々を送っていた。
また洋子さんの状況は理解していたもの
の，「あまりしつこくしてはいけないかも」
という日本人特有の遠慮もあったという。
そんなとき，江戸姉妹の同僚が転勤

することになる。新しくやってきたのは
小
こ

西
にし

メリー姉妹。ブラジル人と日本人の
ハーフだった彼女は，日本へのビザが発
給されるまでの間ブラジルで伝道してい
た。洋子さんの状況を伝えられた小西
姉妹は「すぐ助けよう！！」と意気込む。
「（依存症の人には）毎日会ったほうがい
い，急いで連絡しないと！」それからすぐ
に洋子さんとのレッスンが始まった。
ブラジルでは文化的な背景から，アル

コールやドラッグ，コーヒーなどの依存症
に悩む求道者が多い。依存症の人々に
伝道するためのトレーニングを受けてい
た小西姉妹は最初のレッスンで「知恵の
言葉」について教えることを提案する。
これまでも依存症の人々のニーズに合わ
せてレッスンを進めてきた経験からだっ

た。早い段階でバプテスマの予定を作る
ことも重視していた。「小西姉妹は，予
定を立ててからのほうが依存症を克服で
きる可能性がある，キリストの力を受け
られるから，と言っていました。」しかし，
ブラジルでは当たり前の伝道方法も日本
で日本人同僚と働いてきた江戸姉妹には
違和感があった。頻繁に意見が食い違
い，あるときは乗っていた電車を途中下

車して駅のホームで徹底的に話したこと
もあった。そんな二人の一致を可能にし
たのは，小西姉妹が転勤してきたときに
決めた伝道目標だった。「“Prioritize 
relationship of God（主との関係を第一
にする）”人じゃなくて神様を第一にした
いね，と話してたくさん祈りました。」

2 回目のレッスンでバプテスマの予定
を立てることを勧めたとき，洋子さんは

「お酒をやめられるなら何でもしたいで
す」と決意する。予定日は約 3 週間先の
5月1日になった。

断酒の難しさと夢遊病

前向きにレッスンに取り組んでいた洋
子さんだったが，お酒を断つことは簡単
にはいかなかった。専門のクリニックに
通院し，治療薬も処方されていたものの
毎日服用できない。「抗酒剤※3 ってい
うのがあって，それを飲んでからお酒を
飲むと部屋中のたうち回るほどの苦痛が
7 時間も続くんです。一度経験すると同
じ思いをするのがいやでお酒を飲まなく
なる。だから毎朝服用しないといけな
いのに，人間はずるいから『今日は飲ん
じゃうかも』っていう日はあらかじめ朝，
抗酒剤を飲まないようにしちゃうんです
ね……。」
さらに洋子さんの断酒を難しくしてい

たのは，幼い頃からの夢遊病癖だった。
「寝ているのに布団からむくっと起き上
がってドアを開けて出ていく。それを慌
てて連れ戻すことが何回もあったと父親
から聞かされていました。」同じことが大
人になった洋子さんに起こった。真夜中
になると夢うつつに財布を持って出て行
き，深夜営業のスーパーで焼酎などを買っ
て飲んでしまうのである。「子供の頃の
ように全く覚えていないことはなくて頭

伝道を終え，故郷の石川県小松市に伝道を終え，故郷の石川県小松市に
帰還した江戸姉妹帰還した江戸姉妹

同僚の小西姉妹と同僚の小西姉妹と

※ 3 ─ アルコール依存症の薬物療法で用いられる薬。再
飲酒防止を目的としており，服用後に飲酒すると吐き気や
顔面紅潮，頭痛等の反応を引き起こす。シアナマイド，ノッ
クビンなどがある

藤井姉妹と江戸姉妹
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のどこかで『あれっ，わたしスーパーに来
ている』と自覚している自分もいるんです
が，ちゃんと覚醒しているわけではない
のでコントロールできない。でもお酒を
飲みたい気持ちは潜在的にあるので買っ
てしまう，という状態でした。」どうすれ
ばよいのか洋子さんは途方に暮れる。お
酒を飲んでしまった，と報告するたびに
「また頑張りましょう！」と励ましてくれる
江戸姉妹たちにも話せなかった。
同じ頃，江戸姉妹たちは，洋子さんに

ついて毎晩祈る中で，ある導きを受けて
いた。それは，洋子さんに神権の祝福
を受けさせるように，というものだった。
「でも，洋子さんは頑張っていたし，レッス
ンはオンラインで直接会う機会もなく，い
つ勧めたらいいのか迷っていました。」

「死ぬまでお酒はやめられない」

バプテスマの予定を作ってから最初の
日曜日，洋子さんは麻布ワードに出席し
た。膝の悪い洋子さんは曇天の下，杖を
ついて教会まで足を運んだ。対面で顔を
合わせるのは初めてだったが，江戸姉妹
は洋子さんの様子がいつもと違うと感じ
る。「ひどく落ち込んでいるように見えま
した。」

2 時間プログラムが終わってから，こ
れまでもレッスンに同席してくれていた麻
布ワードの教会員夫妻も交えて話をした。
洋子さんは何度も「無理，わたしにはもう
無理です……」と繰り返す。それから自
身の夢遊病について打ち明けた。絶句す
る江戸姉妹たちに洋子さんは憔悴しきっ
た様子でつぶやく。「寝ている間のこと
なんてわたしにもどうしようもできません，
だから無理なんです……。」そして，追い
打ちをかけるように起こった数日前のクリ
ニックでの出来事を話し始めた。

洋子さんが週１回通っていたのはアル
コール依存症専門のクリニックだったが，
看護師から「このクリニックでお酒をやめ
られた人はいないよ。やめられたのは死
んだ人だけだね」と言われたという。
「アルコール依存症の患者さんは肝臓

を壊して亡くなる人が多いし，お酒をやめ
られないことで精神的に病んで自殺して
しまう人もいる。クリニックで見かけてい
た方が来なくなって，自殺したんだよって
いう話もよく聞きました。」それでも，頼み
の綱だったクリニックでの言葉は洋子姉
妹の心を深くえぐった。
話し終え，重たい空気が流れる部屋の

中で江戸姉妹と小西姉妹は顔を見合わせ
る。今こそ神権の祝福を勧めるときだ。
そう思った。

神様の涙

麻布ワードが使用している神殿別館に
は訪問者センターが併設されており，2階
には「イエス・キリストの生涯と教え」に
ついて紹介する展示室がある。部屋の中
央に置かれたいすに座り，洋子さんはレッ
スンに同席してくれていた神権者の兄弟
から祝福を受けた。兄弟が手を置いた瞬
間，頭が温かくなったという。「頭全体が
ほわんと温かくなって，祝福してくださっ
た兄弟の手の温度とは全く違う温かさで
した。」主は神権者を通して洋子さんに深
い愛を伝えられた。「神様はあなたのこ
とをよく知っています。あなたのことをす
べて受け止めます，と言われて，ありがと
うございます，という感謝と神聖な気持ち
で胸がいっぱいになりました。」
同席していた江戸姉妹は，兄弟から発

せられる言葉の一つ一つに力強さを感じ
ていた。「洋子さんの依存症について，お
酒をやめられないというようなネガティブ

な言葉は，一切ありませんでした。」
祝福を終え，洋子さんと別れた江戸姉

妹たちが麻布ワードを出ると，雨が降って
いた。不思議な雨だった。傘を持ってお
らず濡れながら帰ったが，濡れている感じ
がしない。「きれいな雨でした。洋子さん
の祝福を神様が喜んで涙を流しておられ
るように感じました。」

「薬を飲んではいけません」

祝福から数日たった夜，洋子さんは自
宅で，薬を飲もうかどうしようかと考えあ
ぐねていた。お酒をやめたいが，抗酒剤

藤井姉妹に神権の祝福をし，藤井姉妹に神権の祝福をし，
バプテスマを施してくれた兄弟とバプテスマを施してくれた兄弟と
奥様が，バプテスマを祝ってくれた奥様が，バプテスマを祝ってくれたバプテスマバースデーケーキバプテスマバースデーケーキ

　   Inviting All to Receive the Gospel 
─ 命の水へ招く
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をはじめとする薬は効果が強い分，体に
負担がかかっているのではないか。ずっ
と心配だった洋子さんは，いつも祈るよ
う江戸姉妹たちに勧められていたことを
思い起こす。祈って決めようと，ベランダ
の前に座った。「天のお父様，わたしを
アルコールから遠ざけてください。薬も
飲みたくないです，どうかわたしを助けて
くださいって。わたしは長く祈るのが苦
手なので短い言葉でしたけれど，心から
祈りました。」
祈り終えたとき，どこからともなく声

が聞こえた。─薬を飲んではいけませ

ん，お酒もやめなさい─。
「一瞬空耳かな？とも思いましたが，

はっきり聞こえました。」これは，神様の
声だ！と洋子さんは確信する。
主の言われたとおりにしようと決めた洋

子さんは，その日から治療薬とお酒を同
時にやめた。導きを受けて決めたとはい
え，これまでなら考えられない大胆な試
みだった。いつまたお酒を飲みたくなる
のかと思ったが，何時間たってもお酒を飲
みたくならない。そのまま数日がたったと
き，洋子さんは自分の祈りがこたえられた
ことを知る。「─ああ，わたしは天のお
父様のおかげでお酒からも薬からも解放
されたんだ！って思いました。」

3日間お酒を飲まない状態が続いたと
き，洋子さんは江戸姉妹たちにお酒をや
められていることを伝えた。

反対の声─江戸姉妹たちの試練

洋子さんが知恵の言葉を守っていると
いう報告は本当にうれしかったものの，
その頃江戸姉妹たちもまた試練の時を
迎えていた。周囲から洋子さんのバプテ
スマの予定に反対する声が上がり始めた
のである。「いろいろな人から，バプテ
スマを急ぎすぎじゃない？よく考えたほ
うがいいよって言われました。」数週間
で断酒しバプテスマを受けることが当た
り前のブラジルから来た小西姉妹にとっ
て，洋子さんのスケジュールは無理のある
ものではなかった。同僚の江戸姉妹とも
何度も話し合い，祈った上で納得してい
たのに，周囲の理解を得るのは難しかっ
た。「延期を勧めてきた人たちの中には
わたしたちが尊敬していた宣教師もいま
した。心配してくれていることは分かっ
ていましたが，ショックでした。」
洋子さんの改宗についてポジティブな

姿勢を崩さなかった小西姉妹も，度重な
る反対の声に落ち込んでしまう。その姿
に江戸姉妹ははっとした。「いつも明る
い小西姉妹が引っ張ってくれていたけれ
ど，彼女に助けられてばかりじゃだめだ！
と気づいたんです。」そして，野

の

出
で

明
あき

広
ひろ

伝
道部会長が，以前ゾーン大会で話した言
葉と聖句を思い出す。「『人には限界があ
りますが，主にはありません。わたしたち
は人間として限界を作りますが，これは
主の業です，限界を設けないでください』
という言葉と，『人にはできない事も，神
にはできる』の聖句でした。」
それから江戸姉妹と小西姉妹はさら

に熱意を込めて主に祈り，いつも伝道部
会長の言葉と聖句を思い出すように努め
た。「ポジティブな気持ちをなくさないよ
うに，『行ける！』『できる！』と合言葉のよ
うに言い合っていました。」二人で心を奮
い立たせ，洋子さんのバプテスマの準備
に邁

まい

進
しん

した。昼は 4つの担当エリアを
駆けまわり，毎晩オンラインでレッスンを
する毎日。姉妹たちの信仰と熱意を感じ
た洋子さんも毎日モルモン書を読み，ア
ルコールの誘惑に負けないために祈って
バプテスマに備えた。

祈り続ける日々

そして迎えた 2022年 5月1日，洋子さ
んは麻布ワードでバプテスマを受けた。
水から上がったとき，洋子さんを大きな
喜びが包んだ。「これで本当にわたしは
天のお父様の娘になれたんだ！と思いま
した。」
バプテスマ会の翌日，江戸姉妹は野出

会長にLINEでメッセージを送った。洋
子姉妹が無事にバプテスマを受けられ
たことを報告し，これまで信じ支えてくだ
さったことへの感謝を伝えた。ほどなく

藤井洋子姉妹のバプテスマ会

東京神殿訪問者センター２階展示室の静かな館内に東京神殿訪問者センター２階展示室の静かな館内に
藤井姉妹が祝福を受けたいすが置かれている藤井姉妹が祝福を受けたいすが置かれている

祈り終えたとき，声が聞こえました
「薬を飲んではいけません，お酒もやめなさい」
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山
やま

本
もと

 哲
てつ

也
や

東京南伝道部
京都ステーク
下鴨ワード

2023 年 3 月 13 日
プロボ MTC 入所

林
はやし

田
だ

 優
ゆう

菜
な

札幌伝道部
福岡ステーク
筑紫野ワード

2023 年 3 月 13 日
プロボ MTC 入所

髙
たか

橋
はし

まなみ
神戸伝道部

桐生ステーク
熊谷ワード

2023 年 2 月 20 日
プロボ MTC 入所

京
きょう

面
めん

 慶
よし

也
や

神戸伝道部
東京西ステーク

府中ワード
2023 年 4 月 3 日
プロボ MTC 入所

古
ふる

川
かわ

 幸
ゆき

浩
ひろ

・るみ
福岡伝道部
長崎地方部
佐賀支部
2023 年 2 月 13 日着任
2023 年 2 月 28 日
MTC リモート訓練開始

石
いし

川
かわ

 誠
せい

矢
や

名古屋伝道部
仙台ステーク
長町ワード

2023 年 2 月 9 日
プロボ MTC 入所

岡
おか

本
もと

 拓
たく

也
や

福岡伝道部
東京西ステーク

高尾ワード
2023 年 4 月 3 日
プロボ MTC 入所

小
こ

山
やま

 主
ち か ら

税
オーストラリア・ブリスベン伝道部

京都ステーク
茨木ワード

2023 年 3 月 17 日
ニュージーランド・オークランド MTC 入所

水
みず

野
の

 拓
たく

人
と

東京北伝道部
神戸ステーク
神戸ワード

2022 年 11 月 21 日
プロボ MTC 入所

小
こ

林
ばやし

 恵
よし

碧
あき

イギリス・ロンドン伝道部
北海道北ステーク
旭川第二ワード

2023 年３月 25 日
イギリス・プレストン MTC 入所

牧
まき

口
ぐち

 あや
名古屋伝道部

神奈川ステーク
大和ワード

2023 年 2 月 20 日
プロボ MTC 入所

松
まつ

岡
おか

  功
いさお

札幌伝道部
岡山ステーク

福山支部
2023 年 4 月 24 日

プロボ MTC 入所

●上から氏名，任地（伝道地），出身ユニット，MTC 入所日／着任日

＊掲載は自己申告制です。宣教師の方は着任の前後に写真と情報を伝道部所定の
ウェブフォームまたはメールでお送りください。
電子メール：JPNLiahona@churchofjesuschrist.org

して会長から返信がある。「江戸姉妹が
主を信じてくださったことが何よりうれし
いです。」

＊＊＊

2023年 4月。バプテスマを受けても
うすぐ 1年を迎える洋子姉妹は，今もア
ルコールの誘惑に負けないように祈り続
ける日々を送っている。
「誘惑に立ち向かうために大切なこと
は『続ける』ことです」と洋子姉妹は言
う。「天のお父様を信じて祈り続ける，
これだけです。」朝起きて「今日もお酒を
飲まなくてすむように助けてください」と
祈り，夜は「今日も飲まなくて済んだこと
を感謝します」と祈って床に就く。そう
やって，薬とお酒をやめることを決意した
あの夜以来，一滴のアルコールも口にせ

ず過ごしてきた。今もクリニックに通って
はいるが，とても体調がいいと洋子姉妹
は笑う。外出の際に手放せなかった杖も
使っていない。「整形外科で教えてもらっ
たリハビリを毎日続けていたら，良くなっ
ていたんです。でもこれもリハビリだけ
の効果ではなくて，天のお父様の助けが
あってのことだと思います。」
１年半の任期を終えて 2023年 2月に

帰還した江戸姉妹は，伝道中に主がくだ

さった贖いの力と，その力を信じ続けた
洋子姉妹に深く感謝している。「贖いの
力は，信じるときに，愛によって働くと学
びました」と江戸姉妹は語る。「わたし
たちは皆，誘惑を受けますが，誘惑を受
けているときでさえも主は，信じるタイミ
ングを与えてくださる。洋子姉妹が祈っ
たことも，わたしたちが『できる！』と言
い合っていたことも，全て信仰による選
びでした。そして信じて選んだらすぐに，
主は応えてくださるんです。」

4月9日，日本中のユニットでイース
ター特別聖餐会が行われた日，江戸姉妹
はワード宣教師に召された。「人にはでき
ない事も，神にはできる」─試練の中
で培った主への信頼と証を糧に，江戸姉
妹の伝道はこれからも続いていく。◆ 

●	日本新潟地方部
	 第二顧問：Steven T. Warr 
●	日本東京南ステーク
	 第二顧問：Benjamin A. Shirley 
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役員の異動 2023 年1月23日から2023 年 3月5日までに教会組織指導者住所録で更新された役員の異動（敬称略）

●	熊本ステーク八
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貴
き

 
●	沖縄軍人地方部嘉

か

手
で

納
な

軍人支部
	 会長：Jared C. Smithson 
●	沖縄軍人地方部具

ぐ
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し
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かわ

軍人支部
	 会長：Andrew P. DeWitt 


